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Ⅰ 調査の概要 

- 1 - 

１. 調査の目的 

本業務は明石市の総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略、個別計画などの推進状況の検証に

活用するとともに、今後の施策展開に活かしていくため、明石のまちへの思いや市の取り組みに対す

る市民の満足度や市民の意識・行動等についての調査を行った。 

 

２. 調査の内容 

問１ 明石のまちについて 

問２ 今後の明石のまちづくりについて 

問３ 市民の皆さまの意識や行動について 

問４ 転入のきっかけや考慮した生活環境について 

問５ 今後のまちづくりに関するご意見・ご提案について （自由記述） 

問６ あなた自身について（回答者の属性） 

 

３. 調査の方法等 

(１) 調査対象者 18歳以上の市民5,000人（住民基本台帳から単純無作為抽出） 

全市民対象 3,000人 

直近５年以内の転入者 2,000人 

(２) 調 査 方 法 郵送調査 

(３) 調 査 期 間 令和元年６月７日（金）～７月３日（水） 

 

４. 回収結果 

 配布数 回答数 回収率 

全市民対象 3,000人 2,097人 69.9％ 

直近５年以内の転入者 2,000人 1,168人 58.4％ 

合計 5,000人 3,265人 65.3％ 

 

【参考】前回（平成27年３月～４月実施） 

 配布数 回答数 回収率 

全市民対象 5,000人 2,642人 52.8％ 

 

 

 

※アンケート調査結果集計時の留意事項 

・設問毎の有効回答数は「ｎ＝○」と表示しており、回答比率はこれを100％として算出している。 

・本報告書の数表における比率は百分率で表し、小数点以下第2位を四捨五入しているため、百分率

の合計が100％にならない場合がある。 

・複数回答の設問については、選択肢ごとに回答比率を算出しており、回答比率を合計しても100％

にならない。 

 



 

Ⅱ 回答者の属性 （問６ あなた自身について） 
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回答者の性別は、「女性」が58.9％、「男性」が36.5％であった（図1-1参照）。 

 

回答者の年齢は、「70歳代」が最も多く18.6％、次いで「60歳代」が18.0％、「40歳代」が17.9％

であった（図1-2参照）。なお、市の実際の人口の年齢構成比と比較すると、50歳代から70歳代まで

の回答割合が高く、40歳代以下は低かった（表1-1参照）。 

 

回答者の世帯の子どもは小学生が最も多く11.9％、次いで未就学児が7.9％、高校・高専生が7.3％

であった。（図1-3参照）。 

 

結婚を「している」回答者は72.8％、「していない」は14.4％であった。 

また、「していないが、いずれはしたい」は7.1％であった（図1-4参照）。 

 

図1-1 回答者の性別    図1-2 回答者の年齢 

  

 

 

表1-1 回答者の年齢構成と市全体の年齢構成の比率 

 回答者（①） 明石市人口（②） 差分（①－②） 

10歳代（18歳以上） 1.7％ 2.3％ -0.6％ 

20歳代 6.8％ 12.2％ -5.4％ 

30歳代 10.9％ 14.8％ -3.9％ 

40歳代 17.9％ 18.1％ -0.2％ 

50歳代 17.8％ 15.2％ 2.6％ 

60歳代 18.0％ 14.2％ 3.8％ 

70歳代 18.6％ 14.4％ 4.2％ 

80歳以上 5.4％ 8.8％ -3.4％ 

無回答 2.9％ － － 

対象者総数 2,097人 256,382人  

※明石市人口は、住民基本台帳人口（H31.4.1 現在）。 

 

男性

36.5%

(766人)

女性

58.9%

(1,235人)

その他

0.3%

(6人)

無回答

4.3%

(90人)

10歳代

1.7%

(36人)
20歳代

6.8%

(142人)

30歳代

10.9%

(228人)

40歳代

17.9%

(375人)

50歳代

17.8%

(374人)

60歳代

18.0%

(377人)

70歳代

18.6%

(390人)

80歳以上

5.4%

(114人)

無回答

2.9%

(61人)
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図1-3 回答者の世帯の子ども（複数回答） 

 

※対象となる子どもがいると答えた回答者の割合と人数 

 

図1-4 結婚について 

 

 

 

7.9%

(166人)

11.9%

(250人)

6.4%

(135人)

7.3%

(153人)

5.2%

(109人)

3.9%

(82人)

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

乳幼児

小学生

中学生

高校・高専生

大学・専門学校生

その他

している

72.8%

(1,526人)

していないが、

いずれはしたい

7.1%

(149人)

していない

14.4%

(302人)

無回答

5.7%

(120人)



 

Ⅲ 調査の結果 
１）明石のまちについて（問１） 
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１. 調査目的 

まちづくりの進捗状況及び市民意識を把握するため、明石のまちへの思いや地域の生活環境に関す

る意識について調査を行った。 

２. 各設問の集計結果 

問１―１ 明石のまちに愛着を感じていますか？ 
 

①全体集計 

 

「おおいに感じている」が 54.8％であ

り、次いで「少し感じている」が 36.0％

であった。「おおいに感じている」と「少

し感じている」を合わせると９割を超え

た。 

前回と比較して、「おおいに感じてい

る」と「少し感じている」の合計割合が約

10 ポイント高くなった。 

 

②年代別集計 

 

③前回比較集計 

 

おおいに

感じている

54.8%

(1,150人)

少し感じている

36.0%

(754人)

あまり感じていない

3.5%

(74人)

まったく感じていない

0.7%

(15人)

どちらとも言えない

4.1%

(87人)

無回答

0.8%

(17人)

50%

53%

56%

48%

53%

53%

63%

67%

52%

44%

36%

32%

44%

39%

39%

30%

27%

16%

3%

5%

7%

2%

3%

3%

3%

2%

10%

1%

2%

1%

3%

3%

6%

3%

4%

5%

3%

3%

4%

10%

1%

2%

1%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

おおいに感じている 少し感じている あまり感じていない まったく感じていない どちらとも言えない 無回答

54.8%

43.1%

36.0%

37.5%

3.5%

7.3%

0.7%

1.6%

4.1%

6.6%

0.8%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

おおいに感じている 少し感じている あまり感じていない まったく感じていない どちらとも言えない 無回答

n=2,097 
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問１―２ お住まいの地域は住みやすいですか？ 

 

①全体集計 

 

「たいへん住みやすい」が 36.9％、

「どちらかと言えば、住みやすい」が

54.3％で、合わせると９割を超えた。 

前回と比較して、「たいへん住みやす

い」と「どちらかと言えば、住みやすい」

の合計割合が約８ポイント高くなった。 

 

 

②年代別集計 

 

 

③前回比較集計 

 

  

たいへん住みやすい

36.9%

(774人)

どちらかと言えば、住みやすい

54.3%

(1,138人)

どちらかと言えば、住みにくい

3.7%

(78人)

たいへん住みにくい

0.6%

(13人)

どちらとも言えない

4.1%

(85人)

無回答

0.4%

(9人)

58%

42%

45%

35%

33%

36%

38%

34%

28%

36%

51%

45%

58%

60%

57%

49%

60%

52%

3%

4%

4%

3%

3%

3%

6%

3%

5%

1%

1%

1%

3%

3%

4%

6%

3%

3%

3%

6%

4%

5%

1%

1%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

たいへん住みやすい どちらかと言えば、住みやすい どちらかと言えば、住みにくい たいへん住みにくい どちらとも言えない 無回答

36.9%

29.7%

54.3%

53.3%

3.7%

5.7%

0.6%

1.1%

4.1%

6.9%

0.4%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

たいへん住みやすい どちらかと言えば、住みやすい どちらかと言えば、住みにくい たいへん住みにくい どちらとも言えない 無回答

n=2,097 
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問１―３ お住まいの地域に今後も住み続けたいと思いますか？ 

 

①全体集計 

 

「今後も住み続けたい」が最も多く

76.9％で、「市内の他の地域に移りたい」

と合わせると８割を超えた。 

前回と比較して、「今後も住み続けた

い」と「市内の他の地域に移りたい」の合

計割合が約 11ポイント高くなった。 

 

 

②年代別集計 

 

 

③前回比較集計 

 

  

今後も住み続けたい

76.9%

(1,612人)

市内の

他の地域に

移りたい

4.8%

(100人)

市外に移りたい

3.3%

(70人)

わからない

14.2%

(298人)

無回答

0.8%

(17人)

64%

62%

71%

75%

78%

82%

82%

87%

62%

3%

9%

4%

5%

5%

4%

5%

3%

8%

4%

4%

5%

3%

2%

2%

4%

5%

25%

25%

21%

14%

14%

11%

10%

5%

26%

1%

1%

1%

2%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

今後も住み続けたい 市内の他の地域に移りたい 市外に移りたい わからない 無回答

76.9%

66.4%

4.8%

4.1%

3.3%

4.7%

14.2%

21.2%

0.8%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

今後も住み続けたい 市内の他の地域に移りたい 市外に移りたい わからない 無回答

n=2,097 
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問１―４ 明石のまちの誇れるところはどこにあると思いますか？(３つまで選択) 

 

①全体集計 

「自然災害の少なさ・温暖な気候」が最も多く 66.4％、次いで「海岸線や海の景観」が

50.7％、「交通の利便性」が 45.9％、「タイやタコなど豊富な海産物」が 36.9％であった。 

前回と比較すると、「子育て環境の良さ」、「交通の利便性」、「自然災害の少なさ、温暖な

気候」が高くなっている。 

 

 

②年代別集計 

年代別に見ると、20 歳代以下では「海岸線や海の景観」が最も多く、30 歳代では「子育て環

境の良さ」が、40歳代以上ではすべての年代で「自然災害の少なさ・温暖な気候」が最も多かっ

た。50 歳代以下では「子育て環境の良さ」が５位までに入っていた。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=36) 

海岸線や海の景観 

（55.6%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（52.8%） 

子午線が通る時のま

ち（36.1%） 

子育て環境の良さ 

（33.3%） 

交通の利便性 

（30.6%） 

20歳代 

(n=142) 

海岸線や海の景観 

（51.4%） 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（50.0%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（43.7%） 

交通の利便性 

（41.5%） 

子育て環境の良さ 

（40.1%） 

30歳代 

(n=228) 

子育て環境の良さ 

（62.3%） 

海岸線や海の景観 

（49.1%） 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（44.7%） 

交通の利便性 

（39.5%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（37.3%） 

40歳代 

(n=375) 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（61.3%） 

海岸線や海の景観 

（49.1%） 

子育て環境の良さ 

（43.2%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（40.8%） 

交通の利便性 

（38.4%） 

50歳代 

(n=390) 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（66.3%） 

海岸線や海の景観 

（55.1%） 

交通の利便性 

（44.4%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（37.4%） 

子育て環境の良さ 

（28.9%） 

60歳代 

(n=377) 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（77.2%） 

交通の利便性 

（51.2%） 

海岸線や海の景観 

（45.4%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（35.5%） 

子午線が通る時のま

ち（28.4%） 

70歳代 

(n=390) 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（80.8%） 

海岸線や海の景観 

（54.6%） 

交通の利便性 

（53.8%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（29.5%） 

子午線が通る時のま

ち（25.4%） 

80歳代以上 

(n=114) 

自然災害の少なさ・

温暖な気候（77.2%） 

交通の利便性 

（61.4%） 

海岸線や海の景観 

（49.1%） 

タイやタコなど豊富

な海産物（36.8%） 

子午線が通る時のま

ち（21.1%） 

  

50.7%

(1,063人)

36.9%

(774人)

5.2%

(108人)

25.3%

(530人)

45.9%

(962人)

2.6%

(54人)

4.0%

(83人)

29.9%

(628人)

66.4%

(1,393人)

2.1%

(45人)

1.5%

(31人)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

海岸線や海の景観

タイやタコなど豊富な海産物

明石原人、城下町などの歴史

子午線が通る時のまち

交通の利便性

盛んな文化芸術やスポーツ活動

活発な地域コミュニティ活動

子育て環境の良さ

自然災害の少なさ、温暖な気候

その他

無回答
※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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問１―５ お住まいの地域の生活環境について、どう感じていますか？ 

 

(1)結果概要 

地域の生活環境について、11の視点から、それぞれ「そう思う」、「どちらかと言えばそう思

う」、「どちらとも言えない」、「どちらかと言えばそう思わない」、「そう思わない」という選

択肢を設けて、現状を聞いた。 

その結果、「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせた割合が最も高かったのが、

「地震や台風、豪雨など自然災害が少ない」（86.2％）であり、次に「海産物、野菜など食がおい

しい」（81.2％）、「日常の買い物が便利である」（80.7％）、「緑や海、公園など自然が豊かで

ある」（78.5％）、「電車やバス、道路などの交通の利便性が高い」（75.8％）であった。 

一方、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」を合わせた割合が最も高かったの

が、「会社や工場など働く場所が多い」（19.1％）であり、次に「電車やバス、道路などの交通の

利便性が高い」（9.6％）、「日常の買い物が便利である」（7.9％）であった。 

 

 
※「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高い順に並べ替え。 

  

49.1%

38.5%

47.6%

36.1%

40.3%

31.0%

23.7%

27.6%

20.5%

19.8%

7.3%

37.1%

42.7%

33.1%

42.4%

35.5%

39.7%

46.6%

40.7%

42.4%

37.5%

26.2%

10.2%

15.3%

9.0%

14.9%

12.7%

22.3%

22.2%

21.9%

28.4%

32.5%

44.3%

1.5%

1.0%

4.3%

3.1%

5.3%

1.7%

3.9%

5.0%

4.5%

3.8%

14.1%

0.6%

0.5%

3.5%

1.0%

4.3%

0.8%

1.7%

2.6%

1.8%

1.8%

5.0%

1.5%

2.1%

2.4%

2.3%

1.9%

4.5%

1.9%

2.2%

2.5%

4.5%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑩地震や台風、豪雨など

自然災害が少ない

⑦海産物、野菜など食が

おいしい

①日常の買い物が便利で

ある

⑥緑や海、公園など自然

が豊かである

②電車やバス、道路など

の交通の利便性が高い

⑤子育て環境が良い

⑪治安が良い

③病院など医療施設が充

実している

⑧まちのイメージが良い

④学校の教育環境が良い

⑨会社や工場など働く場

所が多い

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答
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(2)各項目の集計結果 

 

① 日常の買い物が便利である 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 47.6％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」で 33.1％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約８割を占めた。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が少し高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

20 歳代、80 歳以上を除くすべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合

計が８割を超え、10 歳代では９割以上になった。20 歳代、80歳以上では、約 7.5 割であった。 

また、「そう思わない」については、全年代で５％以下となった。 

 

 

 

  

そう思う

47.6%

(998人)

どちらかと言えばそう思う

33.1%

(695人)

どちらとも言えない

9.0%

(189人)

どちらかと言えばそう思わない

4.3%

(91人)

そう思わない

3.5%

(74人)

無回答

2.4%

(50人)

そう思う

44.7%

(1,181人)

どちらかと言えば

そう思う
30.6%

(808人)

どちらとも

言えない
10.9%

(289人)

どちらかと言えば

そう思わない
5.6%

(149人)

そう思わない

4.2%

(111人)

無回答

3.9%

(104人)

n=2,642

58%

37%

48%

47%

49%

50%

48%

47%

41%

33%

38%

36%

35%

34%

32%

31%

29%

21%

8%

13%

7%

9%

10%

8%

8%

11%

11%

6%

4%

5%

4%

3%

6%

5%

2%

5%

3%

3%

2%

3%

5%

3%

11%

1%

2%

1%

4%

3%

5%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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② 電車やバス、道路など交通の利便性が高い 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 40.3％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」が 35.5％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約 7.5 割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が少し高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、20歳代、40

歳代が１割を超えており、他の年代と比べて少し高かった。 

 

 

  

そう思う

40.3%

(845人)

どちらかと言えばそう思う

35.5%

(744人)

どちらとも言えない

12.7%

(267人)

どちらかと言えばそう思わない

5.3%

(112人)

そう思わない

4.3%

(90人)

無回答

1.9%

(39人)

そう思う

39.1%

(1,034人)

どちらかと言えば

そう思う
33.0%

(872人)

どちらとも

言えない
13.4%

(354人)

どちらかと言えば

そう思わない
6.2%

(164人)

そう思わない

4.5%

(119人)

無回答

3.7%

(99人)

n=2,642

47%

38%

39%

39%

38%

40%

46%

44%

34%

36%

35%

37%

37%

41%

37%

30%

32%

21%

11%

15%

14%

13%

13%

11%

12%

11%

15%

7%

5%

6%

7%

5%

4%

5%

8%

6%

4%

4%

5%

2%

5%

4%

4%

10%

1%

1%

1%

2%

4%

4%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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③ 病院など医療施設が充実している 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 40.7％であり、次いで「そう思う」が 27.6％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約７割となった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、40歳代が約

１割を超え、他の年代と比べて少し高かった。 

 

 

  

そう思う

27.6%

(579人)

どちらかと言えばそう思う

40.7%

(853人)

どちらとも言えない

21.9%

(459人)

どちらかと言えばそう思わない

5.0%

(105人)

そう思わない

2.6%

(55人)

無回答

2.2%

(46人)

そう思う

23.6%

(623人)

どちらかと言えば

そう思う
36.1%

(955人)

どちらとも

言えない
23.9%

(632人)

どちらかと言えば

そう思わない
7.7%

(203人)

そう思わない

4.5%

(119人)

無回答

4.2%

(110人)

n=2,642

47%

26%

28%

27%

24%

28%

28%

32%

28%

42%

47%

38%

40%

44%

40%

44%

34%

15%

8%

18%

24%

22%

24%

22%

20%

21%

33%

6%

6%

7%

5%

5%

3%

4%

7%

3%

2%

3%

3%

3%

3%

1%

4%

5%

1%

2%

1%

1%

2%

4%

5%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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④ 学校の教育環境が良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 37.5％であり、次いで「どちらとも言えない」が

32.5％であった。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」合わせると約６割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が５割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

19.8%

(416人)

どちらかと言えばそう思う

37.5%

(787人)

どちらとも言えない

32.5%

(682人)

どちらかと言えばそう思わない

3.8%

(80人)

そう思わない

1.8%

(38人)

無回答

4.5%

(94人) そう思う

14.8%

(390人)

どちらかと言えば

そう思う
30.9%

(816人)

どちらとも

言えない
37.9%

(1,000人)

どちらかと言えば

そう思わない
5.4%

(143人)

そう思わない

3.7%

(98人)

無回答

7.4%

(195人)

n=2,642

31%

21%

17%

21%

20%

19%

22%

15%

11%

25%

35%

37%

35%

37%

43%

37%

42%

31%

42%

34%

36%

35%

34%

31%

29%

24%

31%

6%

6%

5%

5%

2%

2%

3%

7%

3%

2%

2%

3%

2%

2%

1%

1%

5%

2%

2%

1%

2%

3%

9%

16%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑤ 子育て環境が良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 39.7％であり、次いで「そう思う」が 31.0％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」合わせると約７割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が 20 ポイント以上

高くなった。 

 
 

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

80歳代以上を除くすべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割

を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代が１割に満たなかった。 

 

  

そう思う

31.0%

(650人)

どちらかと言えばそう思う

39.7%

(833人)

どちらとも言えない

22.3%

(467人)

どちらかと言えばそう思わない

1.7%

(35人)

そう思わない

0.8%

(17人)

無回答

4.5%

(95人)
そう思う

15.7%

(416人)

どちらかと言えば

そう思う
33.7%

(891人)
どちらとも

言えない
35.6%

(940人)

どちらかと言えば

そう思わない
4.7%

(125人)

そう思わない

2.7%

(71人)

無回答

7.5%

(199人)

n=2,642

50%

39%

50%

34%

26%

28%

23%

21%

26%

25%

35%

31%

37%

45%

41%

47%

39%

25%

25%

23%

14%

25%

24%

24%

21%

19%

28%

1%

2%

2%

1%

2%

1%

3%

3%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

3%

2%

1%

1%

3%

3%

8%

18%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑥ 緑や海、公園など自然が豊かである 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 42.4％であり、次いで「そう思う」が 36.1％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約８割であった。 

前回と比較して「そう思う」の割合が高くなった。 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

  

そう思う

36.1%

(758人)

どちらかと言えばそう思う

42.4%

(890人)

どちらとも言えない

14.9%

(312人)

どちらかと言えばそう思わない

3.1%

(66人)

そう思わない

1.0%

(22人)

無回答

2.3%

(49人)

そう思う

28.2%

(745人)

どちらかと言えば

そう思う
42.0%

(1,110人)

どちらとも

言えない
17.9%

(472人)

どちらかと言えば

そう思わない
5.3%

(141人)

そう思わない

2.3%

(60人)

無回答

4.3%

(114人)

n=2,642

44%

37%

33%

34%

33%

37%

41%

40%

30%

47%

46%

44%

43%

51%

41%

37%

32%

31%

8%

11%

16%

18%

13%

16%

13%

17%

18%

6%

4%

3%

2%

3%

4%

3%

7%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

3%

1%

2%

1%

2%

4%

7%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑦ 海産物、野菜など食がおいしい 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 42.7％であり、次いで「そう思う」が 38.5％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約８割であった。 

前回と比較して「そう思う」の割合が少し高くなった。 

 
 

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えた。また、

10 歳代では「そう思う」が 53％で、他の年代に比べて高かった。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

  

そう思う

38.5%

(807人)

どちらかと言えばそう思う

42.7%

(895人)

どちらとも言えない

15.3%

(320人)

どちらかと言えばそう思わない

1.0%

(21人)

そう思わない

0.5%

(11人)

無回答

2.1%

(43人)

そう思う

34.3%

(906人)

どちらかと言えば

そう思う
41.2%

(1,088人)

どちらとも

言えない
16.8%

(443人)

どちらかと言えば

そう思わない
2.2%

(57人)

そう思わない

1.0%

(27人)

無回答

4.6%

(121人)

n=2,642

53%

43%

35%

39%

37%

37%

40%

39%

34%

33%

42%

42%

43%

49%

45%

39%

33%

31%

8%

12%

21%

16%

11%

15%

15%

20%

20%

6%

1%

1%

1%

1%

3%

1%

1%

2%

1%

1%

2%

4%

8%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑧ まちのイメージが良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 42.4％であり、次いで「どちらとも言えない」が

28.4％であった。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」合わせると約６割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 

  

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、すべての年

代で１割に満たなかった。 

 

 

  

そう思う

20.5%

(429人)

どちらかと言えばそう思う

42.4%

(889人)

どちらとも言えない

28.4%

(596人)

どちらかと言えばそう思わない

4.5%

(94人)

そう思わない

1.8%

(37人)

無回答

2.5%

(52人) そう思う

13.9%

(366人)

どちらかと言えば

そう思う
37.1%

(981人)

どちらとも

言えない
34.1%

(900人)

どちらかと言えば

そう思わない
7.0%

(186人)

そう思わない

3.2%

(85人)

無回答

4.7%

(124人)

n=2,642

36%

27%

21%

19%

19%

18%

22%

20%

16%

25%

41%

40%

44%

45%

47%

42%

38%

26%

36%

25%

27%

32%

30%

27%

26%

32%

30%

3%

7%

6%

4%

5%

3%

3%

2%

13%

4%

1%

2%

2%

2%

1%

3%

1%

1%

3%

5%

8%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑨ 会社や工場など働く場所が多い 

 

①全体集計 

「どちらとも言えない」が最も多く44.3％であった。「そう思う」と「どちらかと言えばそう

思う」を合わせると約３割であり、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合

計を上回った。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の割合が高くなった。 

  
（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

30 歳代と 40 歳代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が約４割となった。 

一方で、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、20歳代が

25％で最も高かった。 

 

 

  

そう思う

7.3%

(153人)

どちらかと言えばそう思う

26.2%

(549人)

どちらとも言えない

44.3%

(929人)

どちらかと言えばそう思わない

14.1%

(295人)

そう思わない

5.0%

(105人)

無回答

3.1%

(66人)

そう思う

4.0%

(105人)

どちらかと言えば

そう思う
18.2%

(480人)

どちらとも

言えない
42.5%

(1,124人)

どちらかと言えば

そう思わない
18.8%

(498人)

そう思わない

10.4%

(276人)

無回答

6.0%

(159人)

n=2,642

14%

8%

7%

7%

6%

7%

8%

6%

8%

19%

26%

32%

30%

26%

27%

23%

17%

18%

44%

39%

39%

45%

49%

46%

45%

42%

34%

17%

17%

16%

14%

16%

13%

12%

12%

16%

6%

8%

5%

4%

3%

5%

6%

8%

11%

2%

1%

1%

2%

7%

15%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑩ 地震や台風、豪雨など自然災害が少ない 

 

①全体集計 

「そう思う」が最も多く 49.1％であり、次いで「どちらかと言えばそう思う」が 37.1％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると９割近くになった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 
 

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が７割を超えており、10

歳代、30歳代以外では８割を超えた。 

また、60歳代以上では「そう思う」が５割以上だった。 

 

 

  

そう思う

49.1%

(1,030人)

どちらかと言えばそう思う

37.1%

(777人)

どちらとも言えない

10.2%

(214人)

どちらかと言えばそう思わない

1.5%

(31人)

そう思わない

0.6%

(13人)

無回答

1.5%

(32人)

そう思う

46.0%

(1,216人)

どちらかと言えば

そう思う
35.8%

(945人)

どちらとも

言えない
12.0%

(318人)

どちらかと言えば

そう思わない
1.7%

(46人)

そう思わない

1.4%

(36人)

無回答

3.1%

(81人)

n=2,642

44%

46%

46%

45%

46%

51%

54%

60%

48%

28%

37%

31%

42%

41%

39%

34%

27%

33%

25%

13%

17%

11%

11%

7%

7%

5%

8%

3%

1%

3%

1%

2%

2%

1%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

1%

3%

6%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 
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⑪ 治安が良い 

 

①全体集計 

「どちらかと言えばそう思う」が最も多く 46.6％であり、次いで「そう思う」が 23.7％であ

った。「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると約７割であった。 

前回と比較して「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計割合が高くなった。 

 
 

（今回） （前回） 

 

②年代別集計 

すべての年代で「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合計が６割を超えた。 

また、「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合計については、20 歳代

（11％）を除くすべての年代で１割に満たなかった。 

 

 

そう思う

23.7%

(497人)

どちらかと言えばそう思う

46.6%

(977人)

どちらとも言えない

22.2%

(466人)

どちらかと言えばそう思わない

3.9%

(82人)

そう思わない

1.7%

(35人)

無回答

1.9%

(40人)
そう思う

18.2%

(482人)

どちらかと言えば

そう思う
41.4%

(1,095人)

どちらとも

言えない
27.8%

(734人)

どちらかと言えば

そう思わない
5.9%

(155人)

そう思わない

2.8%

(75人)

無回答

3.8%

(101人)

n=2,642

33%

24%

20%

18%

18%

26%

30%

34%

30%

36%

44%

46%

46%

52%

50%

46%

39%

28%

22%

20%

23%

29%

24%

19%

18%

18%

23%

6%

8%

6%

5%

5%

1%

2%

2%

5%

3%

3%

4%

1%

1%

2%

1%

1%

3%

1%

1%

2%

4%

7%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

n=36

20歳代

n=142

30歳代

n=228

40歳

n=375

50歳代

n=374

60歳代

n=377

70歳代

n=390

80歳以上

n=114

無回答・無効

n=61

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答

n=2,097 



 

Ⅲ 調査の結果 
２）今後の明石のまちづくりについて（問２） 
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１. 調査目的 

本市が進めてきたまちづくりの成果と課題について明らかにするとともに、今後の施策展開の参考

にするため、「ここ数年、良くなった施策分野」、「今後、強く推進すべき施策分野」に関する調査

を行った。 

 

２. 集計結果 

①全体集計 

● ここ数年、良くなった分野（施策に対する満足度）（３つまで選択） 

ここ数年、良くなった分野は、「子育て環境の充実」が最も多く 59.9％、次に「本のまちの

推進」が 18.8％、「良好な都市環境の整備」が 14.1％であった。 

 

 

12.5%(263人)

7.7%(161人)

7.8%(164人)

4.4%(92人)

59.9%(1,256人)

8.9%(186人)

7.4%(156人)

8.4%(177人)

1.0%(21人)

3.1%(66人)

2.2%(47人)

3.1%(65人)

18.8%(394人)

2.4%(50人)

0.7%(14人)

1.2%(25人)

9.4%(198人)

1.0%(21人)

8.2%(172人)

5.9%(123人)

1.2%(26人)

1.0%(20人)

6.8%(143人)

0.3%(7人)

14.1%(295人)

13.2%(277人)

2.8%(59人)

6.3%(132人)

2.6%(55人)

4.1%(87人)

9.0%(188人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間境流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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● 今後、強く推進すべき分野（施策の重要度）（３つまで選択） 

今後、強く推進すべき分野は、「高齢者支援の充実」が最も多く 35.8％、次に「交通体系の

構築」が 22.7％、「地域医療の充実」が 18.5％であった。 

 

  

7.4%(155人)

35.8%(750人)

7.2%(150人)

8.5%(179人)

9.1%(190人)

18.5%(387人)

5.7%(119人)

13.2%(276人)

6.1%(127人)

3.6%(75人)

3.2%(68人)

3.8%(80人)

2.1%(45人)

4.9%(102人)

3.7%(78人)

2.6%(55人)

12.2%(256人)

16.0%(335人)

17.0%(357人)

6.2%(129人)

6.2%(129人)

3.1%(65人)

4.3%(90人)

2.3%(48人)

9.9%(208人)

22.7%(476人)

5.9%(123人)

8.3%(174人)

6.1%(127人)

3.2%(68人)

5.9%(124人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間境流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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②年代別集計 

●ここ数年、良くなった分野 

すべての年代で「子育て環境の充実」が最も多く、20歳代から40歳代では７割以上が良くな

ったと回答した。また、80歳代未満のすべての年代では「本のまちの推進」が上位５位以内に

入った。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=36) 

子育て環境の充実 

（52.8%） 
地域福祉の推進/交通体系の構築（19.4%） 

本のまちの推進/観光の振興/防災･生活安

全対策の推進（16.7%） 

20歳代 

(n=142) 

子育て環境の充実 

（71.1%） 

良好な都市環境の

整備（21.1%） 
地域福祉の推進/観光の振興（15.5％） 

本のまちの推進/交通

体系の構築（13.4%） 

30歳代 

(n=228) 

子育て環境の充実 

（78.9%） 

本のまちの推進 

（26.8%） 

良好な都市環境の

整備（17.5%） 

観光の振興 

（11.8％） 

交通体系の構築 

（10.1%） 

40歳代 

(n=375) 

子育て環境の充実 

（72.3%） 

本のまちの推進 

（24.5%） 

良好な都市環境の

整備（16.8%） 

交通体系の構築 

（13.3%） 

学校教育の充実 

（12.8%） 

50歳代 

(n=390) 

子育て環境の充実 

（66.6%） 

本のまちの推進 

（20.1%） 

良好な都市環境の

整備（18.4%） 

交通体系の構築 

（14.4%） 

地域福祉の推進 

（13.1%） 

60歳代 

(n=377) 

子育て環境の充実 

（59.9%） 

交通体系の構築 

（16.4%） 

本のまちの推進 

（14.3%） 

地域福祉の推進 

（13.3%） 

良好な都市環境の

整備（12.2%） 

70歳代 

(n=390) 

子育て環境の充実 

（38.7%） 

元気高齢者への活動

支援の充実（16.9%） 

本のまちの推進 

（16.2%） 

安全安心な水の 

安定供給（13.3%） 

地域福祉の推進/高齢

者支援の充実/交通体

系の構築（12.3%） 

80歳代以上 

(n=114) 

子育て環境の充実 

（32.5%） 

元気高齢者への活動

支援の充実（19.3%） 

安全安心な水の 

安定供給（14.9%） 

地域福祉の推進 

（14.0%） 

高齢者支援の充実 

（13.2％） 

 

●今後、強く推進すべき分野 

10歳代と30歳代以外は「高齢者支援の充実」が、10歳代では「学校教育の充実」と「就労・

勤労者の支援」が、30歳代では「学校教育の充実」の割合が最も多かった。 

また、「防災･生活安全対策の推進」「交通体系の構築」がすべての年代で上位５位以内に

入った。 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

10歳代 

(n=36) 

学校教育の充実/就労・勤労者の支援 

（22.2%） 

観光の振興 

（19.4％） 

防災･生活安全対策の推進/交通体系の構

築（16.7%） 

20歳代 

(n=142) 

高齢者支援の充実 

（25.4％） 

交通体系の構築 

（24.6%） 

就労･勤労者の支援

（21.8%） 

学校教育の充実 

（17.6%） 

観光の振興/防災･

生活安全対策の推

進（16.9%） 

30歳代 

(n=228) 

学校教育の充実 

（28.9%） 

子育て環境の充実/交通体系の構築 

（21.1%） 

防災･生活安全対策

の推進（19.3%） 

高齢者支援の充実 

（18.9％） 

40歳代 

(n=375) 

高齢者支援の充実 

（33.6％） 

交通体系の構築 

（24.8%） 

就労･勤労者の支援

（22.1%） 

学校教育の充実 

（21.3%） 

防災･生活安全対策

の推進（18.9%） 

50歳代 

(n=390) 

高齢者支援の充実 

（40.9％） 

交通体系の構築 

（23.0%） 

地域医療の充実 

（20.9%） 

就労･勤労者の支援

（20.1%） 

防災･生活安全対策

の推進（15.5%） 

60歳代 

(n=377) 

高齢者支援の充実 

（44.0％） 

交通体系の構築 

（24.1%） 

防災･生活安全対策

の推進（20.2%） 

地域医療の充実 

（19.4%） 

就労･勤労者の支援

（12.2%） 

70歳代 

(n=390) 

高齢者支援の充実 

（40.3％） 

交通体系の構築 

（20.8%） 

地域医療の充実 

（17.4%） 

防災･生活安全対策

の推進（14.6%） 

観光の振興 

（10.8%） 

80歳代以上 

(n=114) 

高齢者支援の充実 

（38.6％） 

地域医療の充実 

（22.8%） 

交通体系の構築 

（17.5%） 

防災･生活安全対策

の推進（12.3%） 

元気高齢者への活動

支援の充実（10.5%） 
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③前回比較集計 

● ここ数年、良くなった分野 

ここ数年、良くなった分野では「子育て環境の充実」の割合が大幅に高くなり、23.1 ポイン

ト上昇した。 

また、新たに項目に加わった「本のまちの推進」が２位となった。 

その他「良好な都市環境の整備」など、10項目で前回よりも割合が高くなった。 

 

  

12.5%

7.7%

7.8%

4.4%

59.9%

8.9%

7.4%

8.4%

1.0%

3.1%

2.2%

3.1%

18.8%

2.4%

0.7%

1.2%

9.4%

1.0%

8.2%

5.9%

1.2%

1.0%

6.8%

0.3%

14.1%

13.2%

2.8%

6.3%

2.6%

4.1%

9.0%

16.3%

7.0%

5.0%

26.8%

16.8%

8.7%

6.1%

1.6%

3.8%

1.8%

6.0%

2.0%

1.1%

4.6%

5.6%

1.6%

10.9%

6.2%

6.7%

0.8%

11.2%

0.2%

10.3%

14.9%

3.7%

6.1%

2.7%

6.4%

10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実（今回のみ）

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進（今回のみ）

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間境流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給 今回 前回
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● 今後、強く推進すべき分野 

今後、強く推進すべき分野では「交通体系の構築」が前回より高くなり、7.2 ポイント上昇

した。 

その他「地域医療の充実」や「防災・生活安全対策の推進」など、17 項目で前回よりも割合

が高くなった。 

 

 

7.4%

35.8%

7.2%

8.5%

9.1%

18.5%

5.7%

13.2%

6.1%

3.6%

3.2%

3.8%

2.1%

4.9%

3.7%

2.6%

12.2%

16.0%

17.0%

6.2%

6.2%

3.1%

4.3%

2.3%

9.9%

22.7%

5.9%

8.3%

6.1%

3.2%

5.9%

9.0%

37.0%

6.9%

24.3%

16.9%

10.1%

12.0%

9.4%

3.0%

3.5%

2.8%

5.6%

5.1%

3.0%

10.9%

15.0%

12.8%

8.2%

3.4%

3.0%

4.7%

1.9%

9.2%

15.5%

4.5%

9.0%

4.7%

2.7%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①地域福祉の推進

②高齢者支援の充実

③元気高齢者への活動支援の充実（今回のみ）

④障害者福祉の充実

⑤子育て環境の充実

⑥地域医療の充実

⑦健康づくりの推進

⑧学校教育の充実

⑨青少年の健全育成

⑩スポーツの振興

⑪文化芸術の振興

⑫生涯学習の推進

⑬本のまちの推進（今回のみ）

⑭商工業の振興

⑮農業の振興

⑯水産業の振興

⑰観光の振興

⑱就労・勤労者の支援

⑲防災・生活安全対策の推進

⑳消防・救急の充実

㉑環境の保全と創造

㉒人権の尊重・共生社会の推進

㉓コミュニティづくりの推進

㉔都市間境流・国際交流の推進

㉕良好な都市環境の整備

㉖交通体系の構築

㉗海辺の利活用の推進

㉘公園の整備・緑化の推進

㉙住環境の充実

㉚下水道の整備

㉛安全安心な水の安定供給 今回 前回



 

Ⅲ 調査の結果 
３）市民の皆様の意識や行動について（問３） 
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１. 調査目的 

まちづくりの進捗状況の確認や今後の施策展開の参考とするため、市民の皆さまの意識や行動につ

いて調査を行った。 

なお、各設問のうち、前回調査（H27.３～４月実施）と同じ又は同内容のものについて、調査結果

の比較を行った。 

 

 

 

 

２. 各設問の集計結果 

【健康・福祉分野】 

① 支援が必要な高齢者や障害者などを地域で支え合う地域福祉活動が推進されていると感じま

すか？ 

 

「あまり感じない」と答えた割

合が約５割で半数以上を占め、

「まったく感じない」とあわせる

と 5.5 割を超える結果であった。 

年代別に見ると、10 歳代と 80

歳代で「とても感じる」、「やや

感じる」の合計割合が５割を超え

るが、それ以外は全て５割を下回

った。 

 

前回と比較して「とても感じ

る」、「やや感じる」の合計割合

が 9.6 ポイント高くなり、「あま

り感じない」、「まったく感じな

い」の合計割合が 7.9 ポイント低

くなった。 

 

 

 

とても感じる

4.4%

(92人)

やや感じる

38.1%

(799人)あまり感じない

50.8%

(1,065人)

まったく感じない

4.7%

(98人)

無回答

2.1%

(43人)

4.4%

2.7%

38.1%

30.2%

50.8%

55.7%

4.7%

7.7%

2.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない 無回答

n=2,097 
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② 普段の生活で何か困ったことがあったとき、相談できる人が地域にいますか？ 

 

「いる」と答えた割合が６割を

割り、「いない」と答えた割合が

４割を超えた。 

年代別にみると、年代が上がる

につれて「いる」の割合が低くな

る傾向があり、10歳代では８割近

くだが、70歳代以降では５割程度

になった。 

 

「いる」と答えた割合は、前回

と比較して、13ポイント近くも低

下した。 

 

 

③ 日常生活の中で、健康のためによい生活習慣（食事や運動など）に取り組んでいますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合

計は約７割であった。 

年代別にみると、年代が上がる

につれてその割合が高くなる傾向

があり、60歳代以上では７割を超

えていた。 

 

前回と比較して「ある程度取り

組んでいる」の割合が 4.1 ポイン

ト高くなった。 

 

  

いる

56.4%

(1,182人)

いない

41.9%

(878人)

無回答

1.8%

(37人)

56.4%

69.1%

41.9%

28.4%

1.8%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

いる いない 無回答

おおいに取り組んでいる

11.3%

(238人)

ある程度取り組んでいる

56.3%

(1,181人)

あまり取り組んでいない

28.2%

(591人)

まったく取り組んでいない

3.4%

(71人)

無回答

0.8%

(16人)

11.3%

11.5%

56.3%

52.2%

28.2%

27.2%

3.4%

6.6%

0.8%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない
まったく取り組んでいない 無回答

n=2,097 

n=2,097 
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④-1 あなたの理想の子どもの数は何人ですか？ 

 

「２人」が最も多く47.1％、次

に「３人」が36.4％、「子どもは

欲しくない」が 3.7％であった。 

年代別にみると、20歳代は「２

人」が６割を超え、「３人」が２

割だった。30歳代は「２人」が約

６割、「３人」が約３割、40歳代

は「２人」が約５割、「３人」が

約３割だった。 

 

前回と比較して大きな変化は見

られなかった。 

 

 

④-2 現在、子どもは何人いますか？ 

 

「２人」が最も多く42.2％、次

に「０人」が25.2％、「３人」が

14.5％であった。 

年代別にみると、20歳代は「１

人」と「２人」を合わせて約１割

だった。30 歳代、40 歳代は「２

人」が約４割だった。 

 

  

１人

3.1%

(65人)

２人

47.1%

(988人)

３人

36.4%

(763人)

４人

2.7%

(56人)

５人以上

0.8%

(17人)

子どもは欲しくない

3.7%

(77人)

無回答

6.2%

(131人)

3.1%

3.2%

47.1%

48.3%

36.4%

34.9%

2.7%

2.3%

0.8%

0.8%

3.7%

4.0%

6.2%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは欲しくない 無回答

１人

12.5%

(262人)

２人

42.2%

(885人)３人

14.5%

(304人)

４人

1.7%

(36人)

５人以上

0.4%

(8人)

０人

25.2%

(529人)

無回答

3.5%

(73人)

n=2,097 

n=2,097 
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⑤ 理想の子どもの数が、結果的に持てないことがあるとしたら、その原因は何である可能性が

高いですか？（３つまで選択） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が最も多く 65.7％、次に「保育サービスなどの社会

的支援が不十分」が 26.2％、「出産・育児などに対して、職場の理解や協力が得にくい」が

23.1％であった。 

その他の内訳は、「経済的な事情」、「身体健康上の事情」、「独身、未婚のため」などで

あった。 

年代別に見ると 10 歳代から 30 歳代では、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」の割合が

７割を超えていた。 

 

 

⑥ 明石市で子育てをして、良かったと思う施策は何ですか。（３つまで選択） 

※18 歳以下の子どもを持つ保護者のみ回答 

「中学生までのこども医療費無料化」が最も多く 95.2％、次に「中学校給食の実施」が

52.0％、「第２子以降の保育料の完全無料化」が 37.2％であった。 

年代別に見ると、「中学生までのこども医療費無料化」は全年代で９割を超えていた。ま

た、20 歳代から 30 歳代では「第２子以降の保育料の完全無料化」が、40 歳代では「中学校給

食の実施」が、それぞれ６割を超えていた。 

 

 

  

子育てや教育にお金がかかりすぎる 65.7%(1,377人)

出産・育児などに対して、職場の理解や協力が得にくい 23.1%(485人)

家事・育児などに対して、家族の協力が得にくい 14.9%(313人)

保育サービスなどの社会的支援が不十分 26.2%(550人)

自分や夫婦の生活を大切にしたい 7.1%(149人)

高年齢での育児への不安 12.1%(254人)

今いる子どもに手がかかるから 5.6%(118人)

家が狭いから 11.9%(249人)

年齢や健康上の理由で子供ができないから 13.4%(280人)

その他 5.1%(107人)

特になし 9.2%(193人)

無回答 7.8%(163人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

中学生までのこども医療費無料化 95.2%(456人)

第２子以降の保育料の完全無料化 37.2%(178人)

公共施設（親子交流スペースハレハレ、天文科学館等）の入場料無料化 18.6%(89人)

小学校１年生での３０人学級の実施 12.1%(58人)

中学校給食の実施 52.0%(249人)

小中学校でのエアコンの設置 34.0%(163人)

地域の子ども支援活動（子ども食堂、子育て支援センター等） 4.6%(22人)

本のまちの推進（市民図書館の充実、乳幼児への絵本のプレゼントなど） 11.1%(53人)

その他 1.0%(5人)

特になし 1.3%(6人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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【教育・文化分野】 

⑦ 市立学校における学習指導に対して満足していますか 

※市立小・中学校、明石商業高校に通学する児童、生徒がいる保護者のみ回答 

 

「たいへん満足している」と

「ある程度満足している」の合計

が約８割であった。 

年代別にみると、年代が低い方

が満足している傾向が見られた。 

 

前回と比較して満足している人

の割合が 12.7 ポイント増加し

た。 

 

⑧ 市立学校における学校教育の一層の充実に向けて、特に力を入れる必要があると思うことは

何ですか？（３つまで選択） 

「いじめ・不登校への対応」が最も多く 52.1％、次に「教員の資質・指導力の向上」が

40.7％、「学力向上に向けた取り組み」が 38.9％であった。 

その他の内訳は、「教員の増員、負担軽減等環境向上」、「学校環境の改善」、「ICT 教

育」などであった。 

年代別に見ると、70 歳代まで上位３位までに大きな違いはないが、第４位が 20 歳代から 40

歳代では「英語教育の充実」が、50 歳代から 70歳代では「道徳教育の充実」となった。 

 

たいへん満足している

8.2%

(27人)

ある程度満足している

69.5%

(230人)

あまり満足していない

16.9%

(56人)

まったく満足していない

5.4%

(18人)

8.2%

4.5%

69.5%

60.4%

16.9%

26.4%

5.4%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=331

前回

n=356

たいへん満足している ある程度満足している あまり満足していない まったく満足していない

38.9%(815人)

17.0%(357人)

52.1%(1,093人)

12.7%(266人)

6.7%(141人)

40.7%(854人)

5.7%(120人)

23.3%(489人)

6.2%(129人)

11.2%(234人)

16.9%(354人)

2.9%(61人)

13.0%(273人)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学力向上に向けた取り組み

体力向上に向けた取り組み

いじめ・不登校への対応

学校施設・設備の充実

部活動の充実

教員の資質・指導力の向上

学校規模の適正化

道徳教育の充実

防災教育の充実

特別支援教育（障害のある子どもの支援）の充実

英語教育の充実

その他

無回答

※複数回答可のため、回答者数の合計は、 

n=2,097 にならず、回答割合の合計も 

100％にならない。 
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前回と比較して「いじめ・不登校への対応」が 6.3 ポイント増加した一方で、「道徳教育の

充実」は 6.5 ポイント減少した。 

また、「体力向上に向けた取り組み」も 6.4 ポイント減少した。 

 

 

  

38.9%

17.0%

52.1%

12.7%

6.7%

40.7%

5.7%

23.3%

6.2%

11.2%

16.9%

2.9%

13.0%

39.3%

23.4%

45.8%

9.2%

9.1%

43.1%

4.7%

29.8%

6.4%

9.0%

0.0%

2.4%

16.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学力向上に向けた取り組み

体力向上に向けた取り組み

いじめ・不登校への対応

学校施設・設備の充実

部活動の充実

教員の資質・指導力の向上

学校規模の適正化

道徳教育の充実

防災教育の充実

特別支援教育（障害のある子どもの支援）の充実

英語教育の充実（今回のみ）

その他

無回答 今回 前回
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⑨ この１年程度の間、生涯学習活動をしましたか？ 

 

「まったくしていない」と「ほ

とんどしていない」の合計が約

8.5 割であった。 

年代別にみると、50歳代までは

「ほんとどしていない」と「まっ

たくしていない」の合計が９割で

あった一方で、70歳代では約２割

が活動をしていた。 

 

前回と比較して、「まったくし

ていない」の割合が８ポイント増

加した。 

 

 

⑩ この１年程度の間、スポーツや運動（１回あたり 30 分程度以上）をしましたか？ 

 

「ほとんどしていない」が最も

多く 35.7％、次に「週に２～３

回」が 15.6％、「週に１回」が

10.8％であった。 

年代別にみると、60歳代以上で

は「ほぼ毎日」と「週に４～５

回」の割合が２割を超えていた。 

 

前回と比較して大きな変化は見

られなかった。 

 

  

よくした（月１回以上）

6.1%

(127人)
時々した（年に６回以上）

3.9%

(81人)

ほとんどしていない

15.8%

(332人)

まったくしていない

70.8%

(1,485人)

無回答

3.4%

(72人)

6.1%

6.8%

3.9%

5.6%

15.8%

22.4%

70.8%

62.8%

3.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

よくした（月１回以上） 時々した（年に６回以上） ほとんどしていない まったくしていない 無回答

ほぼ毎日

9.8%

(205人) 週に４～５回

7.9%

(166人)

週に２～３回

15.6%

(327人)

週に１回

10.8%

(226人)

月に２～３回

9.0%

(189人)

年に数回

9.2%

(192人)

ほとんどしていない

35.7%

(749人)

無回答

2.1%

(43人)

9.8%

8.4%

7.9%

7.6%

15.6%

15.0%

10.8%

10.7%

9.0%

7.9%

9.2%

10.4%

35.7%

37.5%

2.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回
月に２～３回 年に数回 ほとんどしていない 無回答

n=2,097 

n=2,097 
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⑪ この１年程度の間、文化芸術活動をしましたか？ 

 

「まったくしていない」と「ほ

とんどしていない」の合計が約７

割であった。 

年代別に見ると、10 歳代、20

歳代は活動をしている人が４割を

超えていた。 

 

前回と比較して、活動している

人の割合が増加した。 

 

 

⑫ 本のまちの推進に向けて、特に力を入れる必要がある取組は何ですか 

 

「図書館の充実」が最も多く

28.2％、次に「学校における読書活

動の推進」が 21.0％、「本に関す

るイベントの開催」が 15.0％であ

った。 

その他の内訳は、「図書館の整

備」、「地域への働きかけ」などで

あった。 

年代別に見ると、30 歳代と 80 歳

以上で「学校における読書活動の推

進」が１位となっており、それ以外

の年代では、「図書館の充実」が１

位となっていた。 

 

  

よくした（月に１回以上）

9.9%

(208人)

時々した（年に６回以上）

17.8%

(373人)

ほとんどしていない

28.5%

(598人)

まったくしていない

41.4%

(868人)

無回答

2.4%

(50人)

9.9%

7.4%

17.8%

12.5%

28.5%

27.7%

41.4%

49.8%

2.4%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

よくした（月に１回以上） 時々した（年に６回以上） ほとんどしていない
まったくしていない 無回答

図書館の充実

28.2%

(592人)

移動図書館車の充実

10.2%

(213人)

学校における読書活動の推進

21.0%

(441人)

乳幼児への本に触れる機会の提供

9.6%

(202人)

本に関するイベントの開催

15.0%

(315人)

その他

2.6%

(54人)

無回答

13.4%

(280人)

n=2,097 

n=2,097 
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【観光・産業分野】 

⑬ 農水産物を購入する際に、明石産であることを意識していますか？ 

 

「十分に意識している」と「や

や意識している」の合計が約６割

であった。 

年代別に見ると、年代が上がる

につれて意識している人の割合が

高くなった。 

 

前回と比較して、大きな変化は

見られなかった。 

 

  

十分に意識している

17.2%

(361人)

やや意識している

42.1%

(882人)

あまり意識していない

30.1%

(631人)

ほとんど意識していない

9.7%

(203人)

無回答

1.0%

(20人)

17.2%

14.3%

20.1%

42.1%

32.6%

36.9%

30.1%

33.5%

24.9%

9.7%

16.5%

14.3%

1.0%

3.0%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回n=2097

前回（農産物）

n=2642

前回（水産物）

n=2642

十分に意識している やや意識している あまり意識していない
ほとんど意識していない 無回答

n=2,097 
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【生活・環境分野】 

⑭ この１年程度の間に、地域のまちづくり活動（自治会活動やボランティア活動など）に参加

しましたか？ 

 

「まったく参加していない」と

「あまり参加していない」の合計

が約 6.5 割であった。 

年代別に見ると、10 歳代、20

歳代が特に「まったく参加してい

ない」と「あまり参加していな

い」の合計割合が高く、約９割で

あった。 

 

前回と比較して、参加している

人が 2.4 ポイント増加した。 

 

 

 

⑮ 日常生活の中で、男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」という考えなど）

を感じることはありますか？ 

 

「よく感じる」と「時々感じる」

の合計が約 5.5 割であった。 

年代別に見ると、30 歳代と 60 歳

代で「よく感じる」の割合が２割を

超えていた。 

 

  

よく参加した

9.2%

(193人)

ときどき参加した

22.8%

(479人)

あまり参加していない

21.4%

(448人)

まったく参加していない

44.7%

(937人)

無回答

1.9%

(40人)

9.2%

8.0%

22.8%

21.6%

21.4%

17.5%

44.7%

49.4%

1.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

よく参加した ときどき参加した あまり参加していない まったく参加していない 無回答

よく感じる

19.5%

(409人)

時々感じる

36.1%

(757人)

あまり感じない

34.3%

(719人)

全く感じない

7.9%

(166人)

無回答

2.2%

(46人)

n=2,097 

n=2,097 
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⑯ あなたは家庭で家事・育児・介護を１日あたりどの程度行っていますか？ 

 

「２時間以上～４時間未満」が最

も多く 20.0％、次に「４時間以

上」が 18.3％、「１時間以上～２

時間未満」が 17.5％であった。 

年代別に見ると、10 歳代、20 歳

代が特に「全く行わない」と「30

分未満」の合計が高く、６割を超え

た。 

男女別で見ると、男性は 1時間未

満の割合が約７割に対し、女性は２

時間以上の割合が約 5.5 割となっ

た。 

 

⑰ 地震や風水害などの災害に備えて、行っている対策はありますか？（あてはまるものをすべ

て選択） 

 

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「非常食、飲料水を蓄えてい

る」が最も多く 38.9％、次に「災

害時の避難場所を決めている」が

31.0％、「特に何もしていない」

が 28.5％であった。 

年代別に見ると、50 歳代、60 歳

代が「家具が倒れないように工夫

している」の割合が少し高く、約

３割であった。 

 

前回と比較して、全体的に対策

を行っている人が増えている。一

方で、「特に何もしていない」の

割合に大きな変化は見られなかっ

た。 

  

全く行わない

10.9%

(229人)

３０分未満

15.3%

(321人)

３０分以上～１時間未満

13.7%

(287人)１時間以上～２時間未満

17.5%

(368人)

２時間以上～４時間未満

20.0%

(420人)

４時間以上

18.3%

(384人)

無回答

4.2%

(88人)

38.9%

(815人)

25.9%

(543人)

31.0%

(651人)

18.6%

(390人)

17.0%

(356人)

28.5%

(597人)

1.7%

(35人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

非常食、飲料水を蓄えている

家具が倒れないよう工夫している

災害時の避難場所を決めている

家族との安否確認の方法を決めてい

る

災害時に必要な情報を入手する方法

を知っている

特に何もしていない

無回答

38.9%

25.9%

31.0%

18.6%

17.0%

28.5%

1.7%

31.6%

52.7%

21.5%

26.6%

10.8%

27.6%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

非常食、飲料水を蓄えている

懐中電灯、常備薬等を準備している。

（前回のみ）

家具が倒れないよう工夫している

災害時の避難場所を決めている

家族との安否確認の方法を

決めている（今回のみ）

災害時に必要な情報を入手する方法

を知っている

特に何もしていない

無回答

今回 前回

n=2,097 
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⑱ 市では「ハザードマップ」を作成していますが、どの程度見ていますか？ 

 

「全体を詳しく見た」と「自分

が住んでいる地域だけを見た」の

合計が約 6.5 割であった。 

年代別に見ると、「全体を詳し

く見た」と「自分が住んでいる地

域だけを見た」の合計が、10歳代

で２割弱、20歳代で約3.5割と低

くなっていた。 

 

 

前回と比較して、マップを見た

人が倍増に近い一方で、マップの

存在を知らなかった人が激減し

た。 

 

 

⑲ 電気、ガス、ガソリンの使用量を減らすなど、普段から省エネ活動に取り組んでいますか？ 

 

「おおいに取り組んでいる」と

「ある程度取り組んでいる」の合

計が約 6.5 割であった。 

年代別に見ると、年代が上がる

につれてその割合が高くなる傾向

にあり、60歳代以上で７割を超え

ていた。 

 

 

前回と比較して、活動に取り組

んでいる人が減少し、「あまり取

り組んでいない」人が増加した。 

  

全体を詳しく見た

12.4%

(261人)

自分の住んでいる地域だけ見た

52.2%

(1,095人)

マップが

あることは

知っているが、

見ていない

25.8%

(542人)

マップがあることを

知らなかった

7.6%

(160人)

無回答

1.9%

(39人)

12.4%

4.9%

52.2%

30.5%

25.8%

21.1%

7.6%

37.4%

1.9%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

全体を詳しく見た 自分の住んでいる地域だけ見た
マップがあることは知っているが、見ていない マップがあることを知らなかった
無回答

おおいに取り組んでいる

11.4%

(239人)

ある程度取り組んでいる

56.0%

(1,175人)

あまり取り組んでいない

27.6%

(578人)

まったく取り組んでいない

3.8%

(80人)

無回答

1.2%

(25人)

11.4%

13.3%

56.0%

57.9%

27.6%

21.7%

3.8%

3.0%

1.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

おおいに取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない
まったく取り組んでいない 無回答

n=2,097 

n=2,097 
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⑳ 食品を購入する際に重視することは何ですか？（３つまで選択） 

 
※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「価格」が最も多く 79.1％、次

に「賞味期限又は消費期限」が

59.5％、「産地」が 54.2％であっ

た。 

その他の内訳は「国産」、「鮮

度」、「塩分量」、「扱いやす

さ」などであった。 

年代別に見ると、若い世代ほど

「味」の割合が高くなる傾向にあ

る一方で、年代が上がるにつれて

「賞味期限又は消費期限」の割合

が高くなっていた。 

 

  

79.1%

(1,658人)

26.6%

(557人)

19.4%

(407人)

6.5%

(136人)

54.2%

(1,136人)

7.0%

(146人)

4.6%

(97人)

59.5%

(1,247人)

18.0%

(377人)

1.3%

(27人)

2.4%

(51人)

5.3%

(112人)

0.9%

(18人)

0.6%

(12人)

1.2%

(25人)

0.0% 50.0% 100.0%

価格

味

栄養バランス

見た目

産地

製造者

購入先

賞味期限又は消費期限

食品添加物

アレルゲン

残留農薬

遺伝子組換え

HACCP

その他

無回答



 

- 38 - 

【都市基盤整備分野】 

㉑ お住まいの地域の道路は安全であると感じますか？ 

 

「あまり感じない」と「まった

く感じない」の合計が約５割を超

えていた。 

年代別に見ると、30 歳代と 40

歳代が「まったく感じない」と

「あまり感じない」の合計が約６

割と高くなっていた。 

 

 

㉒ 市内やお住まいの地域で、好きな景観は何ですか？ 

 

「眺望景観（海への眺望）」が

最も多く38.2％、次に「自然環境

（田んぼ、ため池、海岸、公園な

ど）」が35.4％、「特に好きな景

観はない」が 14.4％であった。 

その他の内訳は、ほとんどが

「明石海峡大橋」であった。 

年代別に見ると、10 歳代から

50歳代では、「眺望景観（海への

眺望）」が４割を超えいる一方

で、60 歳代と 70 歳代では、「自

然環境（田んぼ、ため池、海岸、

公園など）」の割合が、約４割で

あった。 

 

前回と比較して、「自然環境」

を選択する人が大きく増加した。 

一方で「眺望景観（海への眺

望）」を選択する人が減少した。 

 

 

  

おおいに感じる

6.2%

(129人)

やや感じる

39.8%

(835人)

あまり感じない

42.3%

(887人)

まったく感じない

8.9%

(187人)

無回答

2.8%

(59人)

自然環境（田んぼ、ため池、

海岸、公園など）

35.4%

(743人)

歴史景観

（歴史的街並み、建物など）

2.7%

(56人)

眺望景観（海への眺望）

38.2%

(802人)

市街地景観

（街並み、

建物など）

4.5%

(95人)

その他

0.7%

(14人)

特に好きな景観はない

14.4%

(303人)

無回答

4.0%

(84人)

35.4%

24.1%

2.7%

3.1%

38.2%

46.8%

4.5%

2.3%

0.7%

1.0%

14.4%

11.9%

4.0%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

自然環境（田んぼ、ため池、海岸、公園など） 歴史景観（歴史的街並み、建物など）
眺望景観（海への眺望） 市街地景観（街並み、建物など）
その他 特に好きな景観はない
無回答

n=2,097 

n=2,097 
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【行政経営分野】 

㉓ 市の取組や計画に関する情報を主に何から得ていますか？（３つまで選択） 

 

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=2,097 にならず、回答割合の 

合計も 100％にならない。 

「市の広報紙（広報あかし）」

が最も多く 75.9％、次に「新聞や

テレビ、ラジオのニュース」が

35.7％、「市のパンフレットやチ

ラシ」が 31.9％であった。 

その他の内訳は、「インターネ

ット」、「明石じゃーなる」など

であった。 

年代別に見ると、10 歳代から 30

歳代では「市のホームページ、SNS

（Facebook、Twitter など）」の割

合が約２割であった。60 歳代以上

では「市の広報誌（広報あか

し）」の割合が高く、８割以上で

あった。 

 

前回と比較して、「市のホーム

ページ、SNS(Facebook、Twitter な

ど）」「市のパンフレットやチラ

シ」「新聞やテレビ、ラジオのニ

ュース」については増加が見られ

た。 

 

 

  

75.9%

(1,591人)
12.0%

(251人)

10.0%

(209人)

31.9%

(669人)

35.7%

(749人)

13.4%

(281人)

6.7%

(140人)

1.6%

(34人)

2.8%

(58人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

市の広報紙（広報あかし）

市のホームページ、

SNS(Facebook、Twitterなど）

明石ケーブルテレビの広報番組

市のパンフレットやチラシ

新聞やテレビ、ラジオのニュース

知人や地域での活動を通して

タウン情報誌

その他

無回答

75.9%

12.0%

10.0%

31.9%

35.7%

13.4%

6.7%

1.6%

2.8%

75.5%

8.7%

10.6%

24.7%

30.7%

11.4%

7.2%

2.7%

1.4%

6.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

市の広報紙（広報あかし）

市のホームページ、

SNS(Facebook、Twitterなど）

明石ケーブルテレビの広報番組

市のパンフレットやチラシ

新聞やテレビ、ラジオのニュース

知人や地域での活動を通して

タウン情報誌

その他

ラジオの広報番組（前回のみ）

無回答
今回 前回
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㉔ 市が月に２回発行している広報紙「広報あかし」をどの程度ご覧になりますか？ 

 

「ほぼ毎回、ほぼすべての内容

を読む」と「ほぼ毎回、興味のあ

る部分だけを読む」の合計が約６

割であった。 

年代別に見ると、年代が上がる

につれてその割合が高くなる傾向

があり、60歳代以上では、７割を

超えていた。 

 

前回と比較して、「ほぼ毎回、

ほぼすべての内容を読む」と「ほ

ぼ毎回、興味のある部分だけを読

む」の合計がわずかに増加した。 

 

 

㉕ 市の計画に意見を出したり、市の取組に参加して活動することについてどう思いますか？ 

 

「積極的に行いたい」と「機会

があれば行いたい」の合計が約

4.5 割であった。 

年齢別に見ると、若い年代ほど

「積極的に行いたい」と「機会が

あれば行いたい」の合計が高い傾

向にあった。 

 

 

前回と比較して、「機会があれ

ば行いたい」が増加する反面、

「あまり行わず行政や議会に任せ

たい」もわずかに増加した。 

 

  

ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む

26.8%

(563人)

ほぼ毎回、

興味のある部分だけを読む

32.1%

(673人)

時々、興味のある

部分だけを読む

29.5%

(618人)

まったく読まない

10.1%

(212人)

無回答

1.5%

(31人)

26.8%

23.9%

32.1%

31.2%

29.5%

29.1%

10.1%

10.6%

1.5%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

ほぼ毎回、ほぼすべての内容を読む ほぼ毎回、興味のある部分だけを読む
時々、興味のある部分だけを読む まったく読まない
無回答

積極的に行いたい

2.8%

(58人)

機会があれば行いたい

43.6%

(914人)

あまり行わず行政や議会に任せたい

26.2%

(549人)

わからない

25.8%

(540人)

無回答

1.7%

(36人)

2.8%

2.6%

43.6%

40.5%

26.2%

22.4%

25.8%

28.4%

1.7%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

積極的に行いたい 機会があれば行いたい あまり行わず行政や議会に任せたい わからない 無回答

n=2,097 

n=2,097 
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㉖ 市の窓口サービスについて、適切で気持ちよい応対がなされていると感じますか？ 

 

「とても感じる」と「やや感じ

る」の合計が約６割であった。 

年代別に見ると、年代が上がる

につれて、その割合が高くなる傾

向があり、70歳代以上では７割を

超えていた。 

 

前回と比較して、「とても感じ

る」が 5.6 ポイント、「やや感じ

る」が 8.2 ポイントと増加した。 

「感じない」という人はいずれ

も減少した 

 

 

とても感じる

17.7%

(371人)

やや感じる

44.6%

(936人)

あまり感じない

17.0%

(356人)

まったく感じない

2.6%

(55人)

わからない

16.6%

(349人)

無回答

1.4%

(30人)

17.7%

12.1%

44.6%

36.4%

17.0%

20.7%

2.6%

5.3%

16.6%

20.2%

1.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

n=2097

前回

n=2642

とても感じる やや感じる あまり感じない まったく感じない わからない 無回答

n=2,097 



 

Ⅲ 調査の結果 
４）転入のきっかけや考慮した住宅環境について（問４） 
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１. 調査目的 

市外からの転入者がどういったきっかけや理由で、どこから転居しているかを把握し、今後の施策

展開に活かすため、５年以内の転入者を対象に調査を行った。 

なお、各設問のうち、平成26年11月に明石市役所市民課窓口及び各市民センターで転入届を提出す

る方732名を対象に行った調査と同じ又は同内容のものについて、調査結果の比較を行った。 

 

２. 各設問の集計結果 

１ 転居前のお住まいは？ 

 

県内では「神戸市」が最も多く

29.4％、次に「東播磨地域」が

12.2％であった。（「加古川市」

が 7.9％、「播磨町」が 2.0％、

「高砂町」が 1.8％。） 

県外では「大阪府」が 8.6％であ

った。 

 

 

 

 

29.4%

12.2%

4.5%

1.6%

4.1%

1.8%

0.5%

3.0%

8.6%

1.2%

1.0%

0.9%

0.3%

2.1%

2.4%

3.5%

4.9%

2.2%

1.0%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

神戸市

東播磨地域

中播磨地域

北播磨地域

阪神南地域

阪神北地域

淡路地域

その他県内

大阪府

京都府

奈良県

滋賀県

和歌山県

中国地方

四国地方

中部地方

関東地方

九州地方

東北・北海道地方

海外
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特に大きな変化は見られなかった

が、前回と比較して関東地方が減少

した。 

 

 

  

29.4%

12.2%

4.5%

1.6%

4.1%

1.8%

0.5%

3.0%

8.6%

1.2%

1.0%

0.9%

0.3%

2.1%

2.4%

3.5%

4.9%

2.2%

1.0%

0.8%

30.6%

13.8%

4.6%

2.6%

4.6%

1.5%

0.4%

2.3%

10.1%

1.1%

0.8%

0.3%

0.4%

2.7%

1.6%

4.8%

9.6%

2.6%

1.5%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0%

神戸市

東播磨地域

中播磨地域

北播磨地域

阪神南地域

阪神北地域

淡路地域

その他県内

大阪府

京都府

奈良県

滋賀県

和歌山県

中国地方

四国地方

中部地方

関東地方

九州地方

東北・北海道地方

海外

今回 前回
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２ 転居する最も大きなきっかけは何ですか？（１つだけ選択） 

 

「結婚のため」が最も多く

23.3％、次に「就職・転職・転勤

のため」が22.9％、「家族や親族

と同居・近居するため」が13.1％

であった。 

その他の内訳は、「物件の都

合」、「子育てのため」、「離

婚、離別」などであった。 

年代別に見ると、20 歳代、30

歳代では、「結婚のため」が一番

多く、60歳代までの年代では「就

職・転職・転勤のため」が全体的

に高くなっている。 

 

「家族や親族と同居・近居する

ため」がわずかに上昇した。一方

で、「就職・転職・転勤のため」

は約 15 ポイント減少した。 

 

 

３ 転居先として、明石市以外のまちを検討しましたか？（１つだけ選択） 

 

「他のまちは検討せず、明石市

内だけで探した」が最も多く

48.8％、「他のまちも検討した

が、明石市に決めた」が36.0％で

あった。 

「他のまちも検討したが、明石

市に決めた」のうち、明石市以外

の具体的な場所は「神戸市」が

69.6％、加古川市が21.6％であっ

た。 

年代による違いはあまり見られ

なかった。 

 

無回答が増加し、「他のまちは

検討せず、明石市内だけで探し

た」が減少した。 

就職・転職・転勤のため

22.9%

(267人)

退職のため

1.9%

(22人)

進学、転校など学校の都合

1.8%

(21人)
結婚のため

23.3%

(272人)

家族や親族と同居・近居するため

13.1%

(153人)

家族や親族から独立するため

2.0%

(23人)

より良い住宅を求めて

9.1%

(106人)

より良い周辺環境を求めて

6.3%

(73人)

その他

7.2%

(84人)

無回答

12.6%

(147人)

22.9%

37.7%

1.9%

3.0%

1.8%

1.2%

23.3%

21.2%

13.1%

9.6%

2.0%

3.8%

9.1%

9.7%

6.3%

6.4%

7.2%

6.7%

12.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

前回

就職・転職・転勤のため 退職のため 進学、転校など学校の都合
結婚のため 家族や親族と同居・近居するため 家族や親族から独立するため
より良い住宅を求めて より良い周辺環境を求めて その他
無回答

他のまちは検討せず、明石市内だけで探した

48.8%

(570人)

他のまちも検討したが、明石市に決めた

36.0%

(421人)

無回答

15.2%

(177人)

48.8%

59.2%

36.0%

36.7%

15.2%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

前回

他のまちは検討せず、明石市内だけで探した 他のまちも検討したが、明石市に決めた 無回答

n=1,168 

n=1,168 
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４ 転居先を決める際に考慮した住宅環境として、大きなものは次のどれですか？（３つまで選

択） 

「電車やバス、道路など交通の利便性が高い」が最も多く 43.0％、次に「日常の買い物が便

利である」が 27.9％、「親や子供の家に近い」が 20.1％、「勤務地や学校に近い」19.1％で

あった。 

その他の内訳は、「周りの環境が良かった」、「土地、建物があった」、「ペットと同居可

能」などであった。 

年代別に見ると、50 歳代以上から「病院などの医療施設が充実している」と「地震や台風、

豪雨など自然災害が少ない」が年代が上がるにつれて、その割合が高くなっていた。 

 

 

 

 

  

27.9%

(326人)
43.0%

(502人)
6.8%

(79人)
11.3%

(132人)
2.3%

(27人)
0.5%

(6人)
0.5%

(6人)
1.3%

(15人)
18.2%

(213人)
13.4%

(156人)
4.5%

(52人)
0.2%

(2人)
0.3%

(3人)
2.2%

(26人)
5.1%

(59人)
0.7%

(8人)
6.1%

(71人)
8.9%

(104人)
14.6%

(170人)
19.1%

(223人)
20.1%

(235人)
4.9%

(57人)
4.1%

(48人)
3.5%

(41人)
14.6%

(170人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

日常の買い物が便利である

電車やバス、道路など交通の利便性が高い

病院など医療施設が充実している

緑や海、公園など自然が豊かである

学校の教育環境が良い

小学1年生での30人学級

小中学校でのエアコンの設置

中学校給食の実施

子育て支援に関する施策が充実している

中学校までのこども医療費無料化

第2子以降の保育料の完全無料化

公共施設（親子交流スペースハレハレ等）の入場料無料

地域のこども支援活動（子ども食堂、子育て支援センター等）

海産物、野菜など食がおいしい

まちのイメージが良い

会社や工場など働く場所が多い

地震や台風、豪雨など自然災害が少ない

治安が良い

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

親や子供の家に近い

友人・知人がいる

会社の社宅、寮がある

その他

無回答

※複数回答可のため、回答者数の合計は、n=1,168 に

ならず、回答割合の合計も 100％にならない。 
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「電車やバス、道路など交通の利便性が高い」が前回より約 20ポイント上昇した。 

また、「子育て支援に関する施策が充実している」が約 15 ポイント、「親や子供の家に近

い」が約 13 ポイント上昇した。 

 

 

 

 

 

27.9%

43.0%

6.8%

11.3%

2.3%

0.5%

0.5%

1.3%

18.2%

13.4%

4.5%

0.2%

0.3%

2.2%

5.1%

0.7%

6.1%

8.9%

14.6%

19.1%

20.1%

4.9%

4.1%

3.5%

14.6%

23.6%

3.6%

6.3%

1.5%

2.9%

1.7%

4.1%

1.1%

4.3%

10.1%

13.7%

7.1%

7.4%

3.3%

3.2%

4.7%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

日常の買い物が便利である（今回のみ）

電車やバス、道路など交通の利便性が高い

病院など医療施設が充実している

緑や海、公園など自然が豊かである

学校の教育環境が良い

小学1年生での30人学級（今回のみ）

小中学校でのエアコンの設置（今回のみ）

中学校給食の実施（今回のみ）

子育て支援に関する施策が充実している

中学校までのこども医療費無料化（今回のみ）

第2子以降の保育料の完全無料化（今回のみ）

公共施設（親子交流スペースハレハレ等）の入場料無料（今回のみ）

地域のこども支援活動（子ども食堂、子育て支援センター等）…

海産物、野菜など食がおいしい

まちのイメージが良い

会社や工場など働く場所が多い（今回のみ）

地震や台風、豪雨など自然災害が少ない

治安が良い

住宅の規模や価格など住宅事情が良い

勤務地や学校に近い

親や子供の家に近い

友人・知人がいる

会社の社宅、寮がある

その他

商業施設が充実している（前回のみ）

無回答 今回 前回



 

Ⅲ 調査の結果 
５）全市民対象と直近５年以内の転入者対象の比較について 
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１. 年齢構成 

全市民対象と５年以内の転入者対象について大きく結果が異なった。 

全市民対象は、住基上の年齢構成と比較して、若年層の割合が低く、高齢者層の割合が高くなっ

ている。５年以内の転入者対象では30代が約４割となった。 

回答者に占める割合としては、全市民対象では50代以上が約60%、5年以内の転入者では20代、30

代が約65%となった。 

 

 

 

年代 
全市民対象 

（3,000 人） 

5 年以内の転入者対象 

（2,000 人） 

住基上の 

年齢構成 

10 代（18歳以上） 36 1.7％ 5 0.4％ 2.3％ 

20 代 142 6.8％ 288 24.7％ 12.2％ 

30 代 228 10.9％ 475 40.7％ 14.8％ 

40 代 375 17.9％ 180 15.4％ 18.1％ 

50 代 374 17.8％ 92 7.9％ 15.2％ 

60 代 377 18.0％ 54 4.6％ 14.2％ 

70 代 390 18.6％ 45 3.8％ 14.4％ 

80 代以上 114 5.4％ 9 0.8％ 8.8％ 

無回答 61 2.9％ 20 1.7％ － 

合計 2,097 100％ 1,168 100％ 100％ 

1.7%

6.8%

10.9%

17.9%

17.8%

18.0%

18.6%

5.4%

2.9%

全市民対象

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

0.4%

24.7%

40.7%

15.4%

7.9%

4.6%

3.8% 0.8% 1.7%

５年以内の転入者対象

20 代 

30 代 

40 代 

50 代 

60 代 

70 代 80 代以上 
10 代(18 歳以上) 無回答 10 代(18 歳以上) 
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２. （問２）今後の明石のまちづくりについて 

◆ ここ数年、良くなった分野（施策に対する満足度） 

子育て環境の充実が、全市民対象、５年以内の転入者対象のいずれも２位とのポイントを大き

く引き離した１位となった。 

また、２位「本のある文化のまちづくり」から４位「交通体系の構築」までが、同じ結果とな

り、パーセンテージについてもほぼ同様の結果となった。 

 

順位 全市民対象（3,000人） 5年以内の転入者対象（2,000人） 

１位 子育て環境の充実（59.9％） 子育て環境の充実（72.1％） 

２位 本のまちの推進（18.8％） 本のまちの推進（20.2％） 

３位 良好な都市環境の整備（14.1％） 良好な都市環境の整備（17.6％） 

４位 交通体系の構築（13.2％） 交通体系の構築（12.4％） 

５位 地域福祉の推進（12.5％） 観光の振興（11.6％） 

 

 

◆ 今後、強く推進すべき分野（施策の重要度） 

２位～４位については同じ結果、また、パーセンテージについてもほぼ同様の結果となった。 

一方で、１位と５位については全市民対象が「高齢者支援の充実」「就労・勤労者の支援」だ

ったの対して、５年以内の転入者対象「子育て環境の充実」「学校教育の充実」となり、年齢構

成の割合が反映された結果になったと考えられる。 

 

順位 全市民対象（3,000人） 5年以内の転入者対象（2,000人） 

１位 高齢者支援の充実（35.8％） 子育て環境の充実（27.0％） 

２位 交通体系の構築（22.7％） 交通体系の構築（25.4％） 

３位 地域医療の充実（18.5％） 地域医療の充実（18.0％） 

４位 防災・生活安全対策の推進（17.0％） 防災・生活安全対策の推進（17.9％） 

５位 就労・勤労者の支援（16.0％） 学校教育の充実（17.5％） 

 

 

 



 

Ⅲ 調査の結果 
６）今後のまちづくり関するご意見・ご提案について（問５） 
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１. 結果概要 

これからの明石のまちづくりについて自由記述でご意見・ご提案を求めたところ、約４割の

1,407名から、のべ2,717件の意見をいただいた。 

 

 

 

施策ごとに分類すると、下図のとおりである 

（複数の分野に関する意見は、それぞれの件数に計上している。）。 

 

 

 

 

意見あり

43.1％

(1,407人)

意見なし

56.9％

(1,858人)
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そ
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意見の多かった施策分野ごとにその内容を見ると、以下のとおりである。 

 

⑴ 交通体系の構築（503 件） 

子どもや高齢者が安全に歩くことができる歩道の整備を求める意見とコミュニティバス（たこバス）

の路線や便数の充実を求める意見が多かった。また、道路の拡幅や自転車道の整備や、JRの発着数の

充実を求める意見が見られた。 

 

⑵ 子育て環境の充実（304 件） 

こども医療費や保育料の無料化など、子育て家庭の経済的負担の軽減を評価する一方、懐疑的な意

見も見られた。そのほか、保育所の待機児童の解消や子どもが安全に遊べる場所の確保を求める意見

も多く見られた。 

 

⑶ 防災・生活安全対策の推進（221 件） 

道路の拡幅や整備、段差解消など道路整備を求める意見が多く見られたほか、自動車や自転車の運

転マナーの向上など交通安全対策を求める意見も多かった。また、防犯対策として街灯の設置や空き

家対策などの強化や大きな災害への対策についての意見が見られた。 

 

⑷ 高齢者福祉の充実（190 件） 

子育て支援が充実してきたため、高齢者施策の充実を求める意見が多かった。また、介護施設等で

待機が生じないよう整備を求める意見や免許返納に伴う交通手段の充実を求める意見も多く見られた。 

 

⑸ 商工業の振興（130 件） 

買物する場所が近くにないため、スーパー等の誘致を求める意見や、駅前に映画館等の興行施設の

設置を求める意見が多かった。また、百貨店の誘致や明石の良さを伝えるイベントや PR をもっとす

べきとの意見も見られた。 

 

⑹ 学校教育の充実（126 件） 

学力向上を求める意見のほか、ITや道徳についても充実してほしいとの意見や、部活動や給食に対

しても、充実してほしいとの意見が多かった。また、教員の資質の向上を求める意見がある一方、負

担を軽減してほしいとの意見も見られた。 

 

⑺ 地域医療の充実（108 件） 

中学校までの医療費無料化への意見が多く、引き続き、継続を求める意見や高校生まで延長を求め

る意見がある一方で、懐疑的な意見も見られた。また、病院の充実や健康診断の充実を求める意見も

多く見られた。 

 

⑻ 市民ニーズに対応した行政経営（100 件） 

子育て支援の充実だけでなく、各世代に応じた効果的な施策を実施してほしいとの意見が多かった。

また、市の取組やイベントに関する情報発信の充実を求める意見が見られた。 

 

⑼ 公園の整備・緑化の推進（84 件） 

公園への要望が多く、家の近くなど公園を増やして欲しいという意見が多く見られた。また、公園

の遊具の設置や更新や、ボール遊びができるようにという要望も見られた。緑化についても意見が多

く、もっと緑が欲しいという要望や、道路や駅前に花をという意見もあった。 

 

⑽ 環境の保全と創造（83 件） 

自然が減ってきているので保護してほしいとの意見が多かった。また、ごみ・たばこのポイ捨て、

ペットの糞の不始末への不満や、ゴミ出しのマナーに関する意見も多かった。そのほか、ため池周辺

のユスリカ対策や公園の草刈りに対する意見も見られた。 


